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２．観測方法

・望遠鏡：40cm ニュートン

・測光装置：Apogee Alta U9000

・場所：仙台市天文台

・日時：2011 年 10 月 10

・観測対象：ベテルギウス

この望遠鏡では観測対象が明る過ぎてサチレーションを起こして

フォーカスして測光した。実際の観測にはニュートン式で使用した。

３.観測結果
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ものを行なった。

結果、ベテルギウスの表面温度：3177±226.8[K]

全放射等級：-9.193±1.569 等 、 全放射光度：8.408±7.523×105 Lsun となった。

ここで、質量ごとの恒星の進化曲線が示されてある HR 図を用いてベテルギウスの位置

をプロットすると下図の様になり、ベテルギウスの質量は約 20Msunと推定できる。

しかしベテルギウスは質量放出をしている為に、周囲に低温のダストの層が形成される。

そのダストの吸収の効果により、ベテルギウスの光は V バンドでより減光され、有効温度

を実際よりも低く見積もっている可能性がある。減光の効果などを考慮した解析結果は口

頭・ポスター発表に述べる。

5.終わりに

この研究を進めるにあたり「もしも君が杜の都で天文学者になったら。。。」のスタッフの

皆さんには本当にお世話になりました。本当に有難う御座いました。
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